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2.ステレオタイプ

r人々や物事､出来事を似たもの同士にまとめるこ

とによって感覚を通して入ってくるものを体系化する
ことである｡ ｣ (Tajfel,1981)

r人々がある特定の集団に抱いている印象､頭の中
にhb@J (Lipomann.1922)

あるカテゴリーに関する過度に一般化､単純化､ま
たは誇張された意見､概念

!思いついた青菜を入れてみよう!
日本人は亡二二二｣だ｡

異文化間コミュニケーション能力①

異文化間コミュニケーション能力の7要素
1.敬意伝達能力 (Luben,1 976)

2.価値判断抑制能力
3.知織運用能力
4.感情移入能力

5.役割行動能力
6.相互交流管理能力
7,状況即応能力

※ただし､ 4や5に長けている人は周りの人間鮪係やまわり
の環境に敏感に反応してカルチャーショックがひどくなる
ことも!?
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1.常識?

r常織｣とは｣文化内､グループ内で共有されているも

のであり.習慣の違いで済む

こともあれば､グループや個

人のもつ価値観や借念と大

きく違っていたり､練れない

ものである場合は､重大な

摩擦を引き起こすこともある｡

例;コーランを破った学生･約束の概念

2'偏見

r感情的な柔軟性のない態度J (Simpson&Yinger)

r誤った借念や予見､既成概念に基づいて､ある集

団に対して画定的､否定的な態度を示すことJ
-偏見をあらわす行動r差別J

人は､特に自文化と大きく異なる文化集団に対して

好ましくない特性を選択的に知覚し､さらに否定的
に理解し､その知覚に基づいて敵対的な行動をしが

ちである｡偏見を形成する要因には周囲の人々の

影響､教育やマスコミの影響も大きい｡

石井敏他『異文化コミュニケーションハンドブック』

異文化間コミュニケーション能力②

●●●テキストから
1 )お互いの考え方を理解尊重する姿勢

2)自分中心のものの見方だけにとらわれない態度

3)オープンな心

4)判断を保留する力

5)感情をコントロールする力

6)柔軟な心

7)相手への共感

8)良い聴き手となること

9)違いを楽しむ気持ち
10)自分の失敗を笑うことができる余裕



文化とは?

｢知織､借仰､芸術､道徳､法律､慣習､その他､

社会の一旦としての人間によって獲得される能

力や習慣を包含する複合的全体である｡ J

E息Taylor

●●●テキストから

1 ,学習されるものである0

2.集団によって形成されているものである｡

3.普段意識しないものである｡

4.世代から世代へと受け継がれるものである｡

●●●テキストから

r私たち人間が自分自身の内部体験や外界からのさ

まざまな刺激に対して自分なりの意味を見出そうとし

て努力する創造的なプロセスJ
一個人内(自己内)コミュニケーション

個人間(対人)コミュニケーション

異文化間コミュニケーション研究は何をなし

えるのか?

1 )文化背景の異なる人々がコミュニケートするとき､

どのように行動するかを明らかにする(記述･観察)

2)なぜそのように行動するか､そのメカニズムを明ら

かにする(説明･理論)

3)どうすれば､誤解やコミュニケーション摩擦を避けら

れるかを提案する(実践･応用)
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コミュニケーションとは?

一般的な定義r人間が互いに意志､感情､愚考を伝

達しあうことo嘗短､文字､その他聴覚視覚に訴える
身振り､表情､声などの手段によって行なう｡

-1 )2人以上の人間の間でやりとりが行われる現象

2)意図的なものと非意図的なものがある

3)状況(相手や場所など)に影響される

-コミュニケーションはそのレベルも様々である(対人

コミュニケーション･組織内コミュニケーション･マスコ

ミュニケーション･国際コミュニケーションなど) ｡

異文化間コミュニケーションとは?

｢文化背景の異なる人々が､自己文化の影響を受け

た対人コミュニケーション行動にしたがってコミュニ

ケートすること｣

●●●テキストから

なぜ､異文化コミュニケーションでは誤解が生じるのか｡

-相手の行動の原因がわからない｡相手の行動につい

て誤った原因の帰属をしてしまうため｡


